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高萩市長及び市議会議員補欠
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－2月の土曜閉庁は, 10日と24日です－
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一
月
二
十
一
日
⑪
文
化
会
館
で
、
〃
笑
顔
健
や

か
わ
れ
ら
た
か
は
ぎ
元
気
人
〃
を
テ
ー
マ
に

約
二
千
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
、
第
四

回
市
民
健
康
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
健
康
づ
く
り
標
語
入
選
者
や
献
血
功
労

者
な
ど
の
表
彰
式
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
保
育
園
児
の
演
奏
、
少
林
寺
拳
法
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
健
康

講
演
、
牧
伸
二
さ
ん
の
「
ウ
ク
レ
レ
人
生
」
が
ひ
と

き
わ
会
場
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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蕊

鰄繍識オーシヤンスポーツクラブのエアロビクス
健康講演「ウクレレ人生」

…

「
健
康
づ
く
り
」
標
語
入
選
者

へ
入
し
ょ
く

じ
よ
う
認

○
お
い
し
い
ね
偏
食
し
な
い
子
丈
夫
な
子

小
島
公
代
（
下
手
綱
）

○
健
康
は
口
か
ら
足
か
ら
心
か
ら

鈴
木
猛
夫
（
有
明
町
）

二
が
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○
黄
金
よ
り
ま
さ
る
宝
の
健
や
か
さ

田
那
辺
澄
江
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山
）

地
域
保
健
予
防
事
業
の
尽
力
者

川
松
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鈴
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修
二
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弓
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重
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喜
一
、
鈴
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健
郎
、
鈴
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義
康

口

■

口

三

ま
た
、
ロ
ビ
ー
な
ど
で
は
小
・
中
学
校
の

絵
画
、
．
習
字
の
展
示
や
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
、
文
化
会
館
前
駐
車

場
に
は
、
各
種
模
擬
店
や
献
血
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
開
設
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。健

康
ま
つ
り
で
表
彰
さ
れ
た
か
た
は
、
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬
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略
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加
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ま
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大
久
保
清
氏
が
当
選

投票率は

83.07%

（
敬
称
略
）

大
久
保
清
一
「
四
五
九
票

鈴
木
藤
太
九
、
五
三
七
票

投
票
率
八
三
・
○
七
％

投
票
総
数
二
一
、
一
二
七
票

（
無
効
投
票
三
一
二
票
）

高
萩
市
長
選
挙
は
、
二
月
四
日
⑧
、

（
》

市
内
二
十
七
か
所
の
投
票
所
で
、
い
っ

せ
い
に
行
わ
れ
、
二
一
、
一
二
七
人
の

か
た
が
投
票
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
有
権
者
数
は
、
二
五
、

囚
三
二
人
で
、
投
票
率
は
八
三
・
○
七

％
と
な
り
ま
し
た
。

開
票
は
、
当
日
の
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
午
後
九

時
十
分
、
大
久
保
清
氏
が
当
選
し
ま

し
た
。

二
月
四
日
㈹
市
長
選
挙
と
同
時
に

行
わ
れ
た
高
萩
市
議
会
議
員
の
一
名
欠

高
萩
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
は

平
正
三
氏

が
当
選

ー

十
二
月
二
十
二
Ⅲ
㈱
市
役
所
玄
関

前
で
、
大
能
の
二
十
分
団
へ
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
の
配
置
式
が
行
わ
れ
、

消
防
活
動
の
よ
り
一
肘
の
強
化
が
岡
ら

れ
ま
し
た
。

貝
に
伴
う
補
欠
選
挙
は
、
平
服
三
氏

が
当
選
し
ま
し
た
。
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敬
称
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投
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・
○
五
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投
票
総
数
二
一
、
一
二
二
票
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無
効
投
票
等
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、
四
五
九
票
）

小
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積
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を
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置
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国


